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日本人大学生のレジリエンス尺度の開発及びレジリエンスと

立ち直りと精神的健康に関する研究

竹田七恵・山本貫利子

要約

本研究の目的は，日常的ネガティブライフイベントからの回復力を測定するレジリエンス尺度を作

成し，レジリエンスと日常的ネガティブライフイベントからの立ち直り，精神的健康について検討す

ることであった。

第１研究において尺度を作成するために，大学生を対象に質問紙調査を行った。因子分析を行った

結果，「思考・感情・行動の整理」「思考・感情の切り替え」「ソーシャルサポートの希求」「行動の切

り替え」の４因子が見出され，十分な信頼性と妥当性が確認された。第２研究では，レジリエンス，

日常的ネガティブライフイベントからの立ち直りと，精神的健康および適応感について質問紙調査を

行った。分散分析の結果，レジリエンスが低く，日常的ネガティブライフイベントからの立ち直りが

多い場合，居心地の良さが高かった。このことから，レジリエンスをどの程度有しているかより，出

来事から立ち直っていると感じていることが精神的健康に影響を及ぼしていることが示唆された。
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問題と目的

現代の日本において，人々は様々なストレスとなり

うる出来事を経験して生活している。生活上の様々な

ストレスやネガティブなライフイベントは，個人の精

神的健康に深刻な影響をもたらすことがこれまでの多

くの研究から指摘されている（小塩ら，2002)。特に大

学生は，日常の中で多くの困難や苦痛をもたらすよう

な出来事を経験する可能性があることが指摘されてい

る（高比良，1998)。一方でライフイベントよりも，日

常的な出来事のほうが青年の心理的健康を予測する要

因となりうることが指摘されている。同様のストレス

フルな経験をしても，適応的で精神的に健康な状態を

維持する人もいれば，維持できない人もいる。この違

いを説明する概念に"レジリエンス''があり，近年研究

が進んでいる。レジリエンス研究は，外傷体験を起点

として，様々な不適応への要因を持っていると考えら

れるにも関わらず予想に反して予後が良好な人に関し

て．何が予防的に作用しているかに着目する形で形成

されてきた（斎藤ら，2009)。しかしながら，レジリエ

ンスという概念について統一的な見解は見られていな

い（長内・古川，２００４:小塩・中谷･金子･長峰2002)。

長内・古川（2004）は，レジリエンスと日常的ネガ

ティブライフイベントの関連を検討し，個人にとって

重要であったネガティブライフイベントの経験数とレ

ジリエンスに相関を見出している。重要なネガティブ

ライフイベントの経験数と，レジリエンスの因子であ

る状況分析能力との間には正の相関があり，重要なネ

ガティブライフイベントの経験数と心の強さとの間に

は負の相関があった。しかしながら，実際にネガティ

ブライフイベントから立ち直っているか否かについて

は検討されていない。

以上のことから本研究では，鈴木（2006）を参考に，

｢レジリエンスをストレスフルな経験や脅威の存在に

もかかわらず精神的健康や適応行動を維持する個人傾

性あるいはその過程」とし，大学生における日常的ネ

ガティブライフイベントからの回復力を測定するレジ

リエンス尺度を作成することを目的とする。加えて，

１－



日本人大学生のレジリエンス尺度の開発及びレジリエンスと立ち直りと梢神的健康に関する研究

レジリエンスの高低と日常的ネガティブライフイベン

トから立ち直っているか否かによって，精神的健康お

よび適応感について検証する。

研究１

目 的

大学生版レジリエンス尺度を作成することを目的と

した。また，作成した尺度と，精神的回復力尺度（小

塩・中谷･金子･長峰,2002)，コーピング尺度(尾関，

1993）自尊感情尺度（山本・松井・山成，1982)，絶望

感尺度（田中ら，1998）との相関を検討することによ

り，基準関連妥当性を検討する。

方 法

調査協力者

大学生１６３名（男性６９名，女性９４名，平均年齢

１９．６歳，ＳＤ＝2.75）に調査協力を得た。

調査時期と手続き

２０１２年の７月から９月にかけて質問紙調査を実施

した。

質問紙の構成

①大学生版レジリエンス尺度の項目

心理学を選考する大学生１４名(男性６名,女性８名）

に対し，日常的な出来事における落ち込みからの回復

に，どのようなものがあるかを検討するために，複数

回答ありの自由記述を行った。自由記述の項目は以下

の通りである。①「日常的な出来事での対人関係にお

ける落ち込みについてお尋ねします。落ち込みからの

回復に，どのようなあなたの特徴や，力が役立ってい

ると思いますか？ご自由にお書き下さい｡｣②「日常的

な出来事での学業やアルバイトにおける落ち込みにつ

いてお尋ねします。落ち込みからの回復に，どのよう

なあなたの特徴や，力が役立っていると思いますか？

ご自由にお書き下さい｡｣③｢あなたが昔経験したこと

のある，落ち込んだ出来事を思い浮かべて下さい。そ

の出来事による落ち込みからの回復に，どのようなあ

なたの特徴や，力が役立ったと思いますか？ご自由に

お書き下さい｡」質問した上記の３項目全てにおいて，

心理学を専攻する大学院生５名がＫＪ法を用い７５項

目を得た。“日常的な出来事による落ち込みからの回

復において，以下の特徴や力は，あなたにどれくらい

あてはまりますか？ｌから５のいずれかの数字に○を

つけてください｡"という教示のもと，５（あてはまる）

から１（あてはまらない）の５件法で評定を求めた。

②精神的回復力尺度

小塩・中谷、金子・長峰（2002）によって作成され

た，レジリエンスの状態を示す心理的特性を測定する

尺度である。「新奇性追求」「感情調整」「肯定的な未来

志向」の３因子，計21項目からなる。“現在のあなた

にどれくらい当てはまりますか"という教示のもと，

"5．はい"から"１．いいえ"の５件法で評定を求めた。

③コーピング尺度

尾関（1993）によって作成された尺度。３因子の１４

項目からなる。“現在のあなたの考え方や行動に近い

と思われる数字を丸で囲んでください"と教示し，“Ｏ

全くしない"から"3．いつもする"の４件法で評定を求

めた。

④自尊感情尺度

Rosenberg（1965）によって作成された自尊感情尺

度の邦訳版（山本・松井・山成，1982）を使用した。

１次元性の１０項目からなる。“あなた自身にどの程度

あてはまるかお答えください"という教示のもと，“５．

あてはまる"から"Ｌあてはまらない，'の５件法で評定

を求めた。

⑤絶望感尺度

ベックら（Becketa１．１９７４；1988）によって作成さ

れた絶望感尺度の日本語版（田中ら，1998）を使用し

た。２因子の２０項目からなる。“最近のあなたのご様

子についてお尋ねします''という教示のもと，“１．は

い"から"0．いいえ"の２件法で評定を求めた。

倫理的配慮

調査対象者に対し，調査への協力依頼文書を配布し

て本研究の概要について説明を行った。その際，調査

は匿名で行うこと，解答結果は統計的に処理するため

個人情報が漏洩することは絶対にないこと，結果は研

究目的以外には使用しないことを説明した。

結果と考察

作成した大学生版レジリエンス尺度の因子を調べる

ため，大学生版レジリエンス尺度にたいして最尤法バ

リマックス回転で因子分析を行った。いずれの因子に

も０．３５以上の因子負荷量をもたない，あるいは２重

負荷を示した項目を削除し，再度因子分析を繰り返し

た。その結果，４因子が得られた。結果をTable１．

に示す。第１因子は，“悪かった点を反省する''，“原因

を考える"など，起こった出来事を振り返り自己を見

つめなおすといった内容の項目が多いことから，「思

考・感情・行動の整理」因子とした。第２因子は，“何

とかなるさと思う''，“ポジティブに考える"など前向き
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､898

.850

,802

.526

.449

.357

Tableｌ‘大学生版レジリエンス尺度の因子分析結果

.945

.910

.893

.705

.663

.534

因子負荷量

項目番号 項目内容 Ⅳ共通性Ｉ Ⅱ lIIl

､752

.684

.346

,430

.299

Ｉ思考・感情・行動の整理

Ｖ2９改善しようと試みる

Ｖ1８悪かった点を反省する

Ｖｌ９原因を考える

Ｖ６２その時の事をバネにして頑張ろうと思う

Ｖ4６駄目だったところを考える

Ｖ1５次はどうすればいいかを考える

Ｖ3０出来なかったことをやり直す

Ｖ1２失敗を今後に生かす

Ｖ６０別の角度から見直す

Ｖ2０次に向けて二度としないように心に決める

Ｖ4１自分の感情と向き合う

Ｖ7４自分の気持ちを整理する

Ｖ2１今までの自分を振り返る

Ｖ６４やるべきことは最低限行う

Ｖ3５認知を変える

Ｖ2８一念発起する

Ⅱ思考・感情の切り替え

Ｖ６何とかなるさと思う

Ｖｌｌポジティブに考える

ＶｌＯ切り替えが早い

Ｖ３そういうこともあるさと考える

Ｖｌ気にしない

Ｖ3２負の感情にすべて支配されない

Ｖ７すぐに忘れる

Ｖ5１次頑張ればいいと考える

Ｖ4８やればできると思う

Ｖ4５我慢しない

Ⅲソーシャル・サポートの希求

Ｖ1３誰かに話す

Ｖｌ４友人に相談する

Ｖ８誰かに打ち明ける

Ｖｌ６周囲に援助を求める

Ｖ5０愚痴として友人に話す

Ｖ4９友人や家族からの励まし

Ⅳ行動の切り替え

Ｖ5８趣味など、他の事で紛らわす

Ｖ５５好きなことに取り組み、気分転換する

Ｖ5３趣味に没頭し、余計なことは考えない

Ｖ2５興味・プライベートを充実させようとする

Ｖ5９ゲーム等で発散する
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説明分散

説明率

､830

.709
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因子間相関
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な思考・感情に努めるといった内容の項目が多いこと

から，「思考・感情の切り替え」因子とした。第３因子

は，“誰かに話す"，“周囲に援助を求める，，など，他者に

話しをするといった内容の項目が多いことから,「ソー

シャルサポートの希求」因子とした。第４因子は，“趣

味などほかのことで紛らわす"，“好きなことに取り組

み気分転換する"など，興味のある事柄に取り組み気

分転換を図るといった内容の項目が多いことから,｢行

動の切り替え」因子とした。

大学生版レジリエンス尺度の下位尺度ごとにCron-

bachのα係数を算出した。結果をTable２．に示す。

その結果，下位尺度で概ね良好な内的整合性が認めら

れた。妥当性検証のため，作成した大学生版レジリエ

ンス尺度の下位尺度と精神的回復力尺度，コーピング

尺度，自尊感情尺度，絶望感尺度において相関を算出

した。結果をTable３．に示す。大学生版レジリエン

ス尺度の下位尺度と精神的回復力尺度，コーピング尺

度，自尊感情尺度との間に，概ね有意な正の相関が見

られた。また，大学生版レジリエンス尺度の下位尺度

と絶望感尺度の下位尺度間において，概ね有意な負の

相関が見られた。これらより，大学生版レジリエンス

尺度の基準関連妥当性が認められた。

Table２．大学生版レジリエンス尺度と各因子のα係数

尺度全体

思考・感情・行動の整理

思考・感情の切り替え

ソーシャルサポートの希求

行動の切り替え

Cronbachのα係数

､897

.782

.768

.705

.736

研究２

目 的

レジリエンスの高低，日常的ネガティブライフイベ

ントからの立ち直りの高低と，精神的健康および適応

感について検証する。

方 法

調査協力者

大学生１１６名（男性４６名．女性７０名，平均年齢

19.78歳，ＳＤ＝3.63）に調査協力を得た。

調査時期と手続き

2012年１１月に質問紙調査を実施した。

質問紙の構成

①作成した大学生版レジリエンス尺度

②対人・達成領域別ライフイベント尺度

短縮版ネガティブ項目３０項目

高比良（1998）が作成した尺度である。本研究にお

いては対人・達成領域別ライフイベント尺度のうち，

ネガティブ項目の短縮版３０項目を使用した。過去３

カ月の間に経験したできごとについて，“１．経験した”

"0．経験しない"の２件法で評定を求めた。また，経験

したできごとについては"立ち直っている""立ち直っ

ていない"の２件法で評定を求めた。

③適応感尺度

大久保（2003）の大学生が環境に適応している際の

認知や感情について調べる尺度である。“普段の大学

生活であなたが感じていることについてお尋ねしま

す。現在のあなたにとって最もあてはまると思うもの

をお答えください"という教示のもと，“５あてはま

る''から"１．あてはまらない"の５件法で評定を求め

Tableａ大学生版レジリエンス尺度と関連尺度の相関係数

新奇性追求

感情調整

肯定的な未来志向

問題焦点型

情動焦点型

回避逃避型

自尊心

希望に満ちた将来への疑い

悲観的将来に対する信念

思考・感情
行動の整理

､445*＊

､348*＊

､420*＊

,410*＊

､395*＊

､004

､201*．

一.307*＊

-.319*＊

思考・感情の

切り替え

－４－

411*＊

457*＊

449*＊

､179*車

､511*＊

､429*＊

､636*＊

一.402*＊

一.353*＊

ソーシャル・

サポートの希求

．129

-.０７６

．１８９率等

､469率＊

･’80*＊

０３４

､０６２

一.140＊

一.１１９

行動の

切り替え

189*＊

270*＊

251*＊

､117

,246*津

､288*＊

237*＊

-.１２４

－．154＊

+ｐ＜,１０☆ｐ＜,05夫*ｐ＜,０１



低群

た。

④GeneraIHealthQuestionnaire(ＧＨＱ)－２８

GoldbergandHillier（1972)が作成した精神的健康

を調べる尺度の邦訳版（中川，大坊，1996）の短縮版

を使用した。最近２週間の身体的，心理的健康状態を

尋ね，４件法で評定を求めた。

倫理的配慮

調査対象者に対し，調査への協力依頼文書を配布し

て本研究の概要について説明を行った。その際，調査

は匿名で行うこと，回答結果は統計的に処理するため

個人情報が漏洩することは絶対にないこと，結果は研

究目的以外には使用しないことを説明した。

結 果

適応感，GHQ-28について２（レジリエンス高・低）

×２（立ち直り高・低）の２要因分散分析を行った。

1）レジリエンス及び立ち直りと適応感

レジリエンス，立ち直り，適応感について，２（レジ

リエンス高・低）×２（立ち直り高・低）の２要因分散

分析を行った。主な結果をTable４．に示す。居心地

の良さの感覚について，交互作用が有意傾向であった

(Ｆ（１，１１２)＝２８４，'＜,１０)。そこで単純主効果の

検定を行った結果，乗り越えた数高群において，レジ

リエンス高群よりもレジリエンス低群のほうが居心地

の良さが有意に高く（Ｆ（１，１１２)＝6.46,ｐ＜､05)，

乗り越えた数低群において差はなかった。レジリエン

ス低群において，乗り越えた数低群よりも高群のほう

が居心地のよさの感覚が高い傾向であった（Ｆ（１，

１１２)＝２．８９，，＜１０)。またレジリエンスの主効果が

みられ，レジリエンス低群はレジリエンス高群よりも

居心地の良さが高い傾向であった（Ｆ（１，１１２)＝

3.64,ｐ＜・１０）被信頼感・受容感において，レジリエ

Table４．レジリエンス及び立ち直りと適応感の平均とＳＤとＦ値

11.45*＊9.69*＊１．９，ｓ

居心地のよさの感覚

平均ＳＤレジリエンス立ち直り交互作用 堂緬冒羊勃早レジリエンス立ち直り

課題目的の達成

(ＡａｔＢ１）

(ＡａｔＢ２）

(ＢａｔＡ１）

(ＢａｔＡ２）

高群 群
群
群
群

高
低
高
低

６．４６＊

０．０２，ｓ

０．４７，ｓ

2.89＋

3．４９

３．６１

３．９４

３．６４

0.65

0.69

0.63

0.67

低群

3.64十０．５２2.84十

3.40

3.38

3.73

3.73

被信頼・受容感

低群

群
群
群
群

高
低
高
低

高群 3.23

3.03

3.80

3.27

0．５３

０．７０

０．６３

０．６７
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０．５２４．６４＊１．３４ｎｓ

+ｐ＜・10*ｐ＜･05**ｐ＜,０１

高群 群
群
群
群

高
低
高
低

0.61

0.84

0.66

0.63

拒絶感のなさ

低群

6．７６

群
群
群
群

高
低
高
低

0.81

0.92

0.76

0.63

高群 3．７６

３．６１

４．０４
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ンスの主効果がみられ，レジリエンス低群はレジリエ

ンス高群よりも被信頼感･受容感が有意に高かった(Ｆ

(１，１１２)＝１１．４５，ｐ＜､01)。また，立ち直りの数にお

いても主効果がみられ，立ち直り高群は立ち直り低群

よりも被信頼感・受容感が有意に高かった（Ｆ（１，

１１２)＝9.69,ｐ＜,05)。拒絶感のなさにおいて，立ち

直りに主効果がみられ，立ち直り高群のほうが立ち直

り低群よりも，拒絶感のなさが優位に高かった(Ｆ（１，

１１２)＝4.64,ｐ＜05)。

2）レジリエンス及び立ち直りとＧＨＱ

レジリエンス，立ち直り，GHQ-28について２要因

分散分析を行った結果，うつ傾向において，レジリエ

ンスの主効果がみられ，レジリエンス高群のほうがレ

ジリエンス低群よりもうつ傾向が有意傾向であった

(Ｆ（１，１１２)＝3.21,’＜,１０)。

Table５．レジリエンス及び立ち直りとＧＨＱ－２８の平均とＳＤとＦ値

群
群
群
群

高
低
高
低

ＧＨＱ全体 主効果

レジリエンス立ち直り

交互作用

レジリエンス立ち直り 平均 SＤ

低群

高群 群
群
群
群

高
低
高
低

8.97

9.68

6.69

836

6.50

6.02

5.62

5.69

低群

2．４５ 1．０７ ０．１８，ｓ

社会的活動障害

身体的症状

０．５０ｎｓ

高群 群
群
群
群

高
低
高
低

2.97

2.64

2.69

3.28

２０６

１．８１

２．０５

１．９５

低群

0．２２ 0．１１ １．４８，ｓ

群
群
群
群

高
低
高
低

不安と不眠

－６－

高群

Ｌ８３

１．９２

１．３９

１．９８

3.19

3.20

2.17

2.56

2.09

1.96

1.95

1.88

2．０７

4．７６ 0．２８ ０．２５，ｓ

０．９７

+ｐ＜･10☆ｐ＜､05☆☆ｐ＜､０１

０．０７ｎｓ

高群

3.21十

1.51

1.92

0.93

１．５２

低群

低群

うつ傾向

2－１２

1.97

2.28

1.84

1.52

群
群
群
群

高
低
高
低

高群 Ｌ３０

１９２

０．９０

１．００



3．７０

-峰レジリエンス高群

･･ｏ・レジリエンス低群

乗り越えたと感じていることが重要であることが示唆

された。しかしながら，本研究では，立ち直った過程

や，主観的に立ち直ったと感じるための要員について

は検討していない。より具体的に立ち直りの過程を検

証するためにも，今後は，インタビューなどの質的調

査をする必要があると思われる。
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Figurel、レジリエンス及び立ち直りと適応感

考 察

本研究では，大学生における日常的ネガティブライ

フイベントとレジリエンスをそのイベントを乗り越え

たか否かによって，精神的健康との差異について検証

した。以下に主なそれぞれの結果について考察する。

適応感尺度の居心地の良さにおいて，レジリエンス

が低い場合，日常的ネガティブライフイベントを乗り

越えた数が少ない群に比べて，乗り越えた数が多いほ

うが居心地の良さが高く，レジリエンスが低い大学生

のほうが，高い大学生よりも居心地の良さが高い傾向

が示された。レジリエンスが低くとも，日常的ネガ

ティブライフイベントを乗り越えられたと感じている

ことが，居心地の良さにつながっていることが分かっ

た。被信頼感・受容感において，レジリエンスが低い

大学生はレジリエンスの高い大学生よりも被信頼感・

受容感が高かった。また、立ち直りの数においても，

日常的ネガティブライフイベントからの立ち直りが多

い大学生はそうでない大学生よりも被信頼感・受容感

が高かった。これらのことから，レジリエンスの有無

よりも，日常的なネガティブライフイベントから立ち

直っていると本人が感じていることのほうが。

本研究において，レジリエンスの有無より，本人が
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DevelopmentofaResilienceScaleforJapaneseUniversityStudentsandaStudyaboutthe
ResilienceandSubjectiveandMentalHealth

NANAETAKEDA(Ｇγ”zza花Sch00/q/PSycﾉZojogy,Ｋ"γ”zgU7z"”s”）

MARIKoYAMAMoTo(Ｋｚ”"ｇＵ〉z”e汚”）

Abstract

Thepurposeofthepresentstudywastodeveloparesiliencescaletomeasureresilience丘omacommon

negativelifeevent,andinvestlgateresilience,recovery丘omacommonnegativelifeevent,andmentalhealth，

Inthefirststudy,weadministeredquestionnalresurveustounlversitystudentsinordertocreatethescale

FactoranalysisuncoveredfOurfactors,thoughtemotionbehaviororganization,thoughtemotlontransfbrmahon,ask

forsocialsupport,andbehaviortransformatlon,andconfirmedthattheywereadequatelyreliableandappropriate，

Inasecondstudy,weadministeredquestlonnalresurveysonresilience,recovery丘omacommonnegativelifeevent，

mentalhealth,andsubjectiveadjustment,Analysisofvariancerevealedahighlevelofcomfbrtinsubjectsthathad

lowresiliencebuthadrecoveredfrommanycommonnegativeljfeevents､Thissuggeststhatmentalhealthis

affectedbysubjectiverecoveryfromaneventratherthanactuallevelofresilience．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Resilience,negativelifeevent,recovery,mentalhealth
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